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あ
り

（
電
話
）
な
し

摂
社
は「
相
撲
発
祥
の
地
」

山
の
辺
の
道
の
桜
井
市
北

端
部
か
ら
少
し
東
へ
歩
い
た

山
の
ふ
も
と
に
鎮
座
し
て
い

ま
す
。
付
近
に
は
、
邪
馬
台

国
有
力
候
補
地
の
纒
向
遺
跡

や
第

代
か
ら
第

代
の
崇

神
、
垂
仁
、
景
行
３
天
皇
の

宮
跡
伝
承
地
な
ど
が
あ
り
、

こ
の
地
域
は
古
代
ヤ
マ
ト
王

権
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

社
伝
に
よ
る
と
、
穴
師

坐
兵
主
神
社
は
崇
神
天
皇

の
時
代
に
、
倭
姫
命
が
天

皇
の
御
膳
の
守
護
神
と
し
て

奉
斎
さ
れ
た
の
に
始
ま
る
と

さ
れ
ま
す
。
現
在
の
本
殿
は

同
神
社
を
中
央
に
、
両
隣
に

巻
向
坐
若
御
魂
神
社
と
穴

師
大
兵
主
神
社
を
祭
っ
て

お
り
、
３
社
と
も
式
内
社
で

す
。か

つ
て
は
上
社
と
下
社
が

あ
り
、
上
社
の
穴
師
坐
兵
主

神
社
は
東
側
の
弓

槻

嶽

（
弓
月
が
岳
の
表
記
も
）
に

あ
り
ま
し
た
が
、
室
町
中
期

の
争
乱
で
焼
失
し
た
た
め
、

下
社
の
穴
師
大
兵
主
神
社
の

あ
っ
た
現
在
の
社
地
に
移
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
巻
向
山
に
あ
っ
た
巻
向
坐

若
御
魂
神
社
も
合
祀
さ
れ
、

現
在
の
祭
祀
の
形
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

摂
社
の
相
撲
神
社
は
、
垂

仁
天
皇
の
時
代
、
野
見
宿
禰

と
当
麻
蹴
速
に
よ
り
最
初
の

天
覧
相
撲
が
行
わ
れ
た
場
所

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
相

撲
発
祥
の
地
」
と
伝
わ
り
ま

す
。
１
９
６
２
（
昭
和

）

年
に
当
時
の
日
本
相
撲
協
会

役
員
や
全
幕
内
力
士
が
神
社

を
訪
れ
て
顕
彰
大
祭
が
行
わ

れ
、
大
鵬
、
柏
戸
の
両
横
綱

の
土
俵
入
り
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

岡
本
喜
一
）

穴師坐兵主神社拝殿‖桜井市穴師で
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